
平成30年度　第５学年　道徳年間指導計画　　　　　　　　　　津野町立葉山小学校

　　　　　　
	月
	内容項目
	[主題名]

教材名

（出典）
	主題構成の理由
	※ねらい ○発問 ◎中心発問
	他の教育活動等との関連
	「わたした
ちの道徳」
「高知の道徳」

との関連
	地域・家庭

との連携
	評価･振り返り

	四月（第二週）
	礼儀
礼儀
	［れいぎとは］


1．あいさつって
（きみがいちばんひかるとき）
	　挨拶や礼儀は，心の通っていない単なる形式的なものであったり，無理に挨拶させようと強制的に行わせるもので
あったりすると，負の効果を生んでしまうこともある。そうならないために，礼儀のよさや意義を理解し，進んで挨拶をしたり，穏やかな気持ちでうけたりするための土台を作ることが肝心である。この時期に，挨拶や礼儀は形式ではなく,相手のことを思い，心を込めて行うのが大切であること理解をさせ，礼儀が人間関係を豊かにする源であることを考えさせたい。
	※「挨拶」に関する３つの事例を通して，心のこもった挨拶や礼儀とは，どんなものか考えさせ，相手を尊重する気持ちをもって，礼儀正しく挨拶をしようとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「あいさつをしよう」
学校行事
「始業式・入学式」

「挨拶運動」

	＜終末＞
高知の道徳P.42を活用する。
	あいさつ運動について話す。
保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「あいさつもきちんとできないの？」と言われたぼくは，どんなことを考えただろう。
○あいさつ運動をしているぼくの方も見ずに男の子が通り過ぎていったとき，どんなことを考えただろう。

◎「あいさつやれいぎが大切なわけ」とは，なんだろう。
	
	
	
	

	　四月（第三週）
　
	希望と勇気、努力と強い意志
	［夢をかなえるために］


2．夢を実現するためには 
（きみがいちばんひかるとき）
	　人は，それぞれに，夢や目標をもち，それを実現させたいという願いをもっている。また，その目標が高ければ高いほど幾つもの困難にぶつかり,うまくいかなかったり、思うような結果が出せなかったりすると諦めそうになることも多い。そこで，目標を達成するために，困難に負けずに努力を続けることの大切さを感じさせるとともに，そのために具体的な方法を挙げて努力を重ねていこうとする態度を育てたい。
	※野球選手の大谷翔平さんの実践を通して，夢や目標を実現するのに大切なことはどんなことか考えさせ，夢や目標に向かって，一つ一つ具体的な方法を掲げて努力していこうとする実践意欲と態度を育てる。
	理科
「天気の変化」

体育科
「マット運動」
「鉄棒」

学級活動
「５年生になって」


	＜終末＞
私たちの道徳P.18を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○大谷選手は，どんな思いで「目標達成シート」を書いたのだろう。
◎大谷選手は，なぜ夢を実現することができたのだろう。
○「５年生の目標」を立て，「目標達成シート」に書いてみよう。
	
	
	
	

	四月（第四週）
	節度、節制
	[節度を守って]
3．流行おくれ 

（きみがいちばんひかるとき）
	  過剰に物があふれる現代社会においては，人は，流行という情報に振り回されながら消費生活をせざるをえなくなっている。児童もその影響を受けて流行に敏感になり，衝動的な欲求をもつようになっている。自分の生活を振り返る中で，自分の欲求をどこまで満足させ，あるいは自制するかを判断する力を養い，節度ある生活を送る態度を育てることが大切である。目の前の欲求だけにとらわれず，時には我慢をしたり，よく考えたりしながら，改善すべき点は進んで見直し，節度を守って生活しようとする態度を育
てたい。
	※節度ある生活が実現できていないまゆみの姿を通して，節度ある生活を送るために大切なことはどんなことか考えさせ，節度を守り改善すべき点は進んで見直そうとする実践意欲と態度を育てる。
	学校行事

「歯科検診」
学級活動

「虫歯の予防」
	＜終末＞
私たちの道徳P.14を活用する。
	保護者・地域の方の参画
節度ある生活について話し合う。
	教材（　）

	
	
	
	
	○わざと大きな足音を立てながら自分の部屋にかけあがっているまゆみは，どんなことを考えていただろう。
○母やわたるの言葉から，まゆみはどんなことを考えたのだろう。
◎「節度ある生活」とは，どのようなものだろう。
	
	
	
	

	　五月（第二週）
　
	親切、思いやり
	［親切とは］
4．道案内 
（きみがいちばんひかるとき）
	  この頃の児童は,自分から積極的に親切にしようとする思いは,割と抵抗なく表出されるものである。一方で,その親切が自分本位のものになってしまったり,押しつけになってしあったりしていることも少なくない。そこで,一方的な親切にならないように,本当の親切について考える機会が必要である。親切とは本来,相手の立場を理解して,何が相手のためになるかを考えることが大切であると気づかせ,実践への意欲を高めていきたい。
	※道に迷っているおばあさんに親切にしようとした「ぼく」や中学生の姿を通して，親切な行いをするときに大切なことは何かを考えさせ、自分自身が相手に対してどのように接し，対処することが相手のためになるのかよく考えて行動しようとする実践意欲と態度を育てる。
	家庭科
「我が家にズームイン！」
学校行事

「遠足」
クラブ活動
縦割り班活動
	＜終末＞
私たちの道徳P.61を活用する。
	保護者・地域の方の参画
（地域や家庭で親切にしていたことを紹介してもらう。）
	教材（　）

	
	
	
	
	○地図を書いたメモをおばあさんに渡したとき，二人はどんなことを考えていただろう。
○「ぼくたち，少し足りなかったのかな。」と言ったとき，木村君はどんなことを考えていただろう。
◎親切な行いをするとき，どんなことに気を付ければよいだろう。
	
	
	
	

	五月（第三週）　
　
	規則の尊重
	［よりよいきまりとは］
5．公園のきまりをつくろう
（きみがいちばんひかるとき） 
	　全ての人が,安全に安心して毎日を送るためには,きまりの意義を理解し,進んで守るようにすることが必要である。お互いがよりよい人間関係を築き,気持ちよく生活するために,きまりは必要不可欠なものである。児童が社会を構成する一員として,さまざまな規範を身に付けていくことが必要である。
	※さまざまな人がいる公園の絵をもとに，きまりはどのように作られるかを考えさせ，きまりが個人や集団が安全にかつ安心して生活できるようにするためにあることを理解し，それを進んで守っていこうとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「学校のきまりをまもろう」
算数科
「小数のかけ算」

「小数のわり算」

国語科
「著作権について知ろう」

家庭科

「ひと針に心をこめて」
	＜終末＞
私たちの道徳P.122を活用する。
	保護者・地域の方の参画
家庭で，「わたしたちの道徳」P.123を記入する。
駐在さんに参画してもらう。
	教材（　）

	
	
	
	
	○この絵を見て，どんなところが気になりますか。
○どんなきまりがあればよいだろう。

◎きまりを作る時，どんなことを大切にしなければならないだろう。
	
	
	
	

	　五月（第四週）
　
	相互理解、寛容
	[広い心で]
6.すれちがい
（きみがいちばんひかるとき）
	　コミュニケーションを円滑にするためには,一方的な意志の伝達ではいけない。相手の気持ちを受け止め,そのうえで自分の考えを表明することで,望ましい人間関係が築かれる。相手の気持ちや状況を把握し,適切な言動ができるようにするにはどうしたらよいのかを考えたり,問題の生じた場面でも対応を考える疑似体験活動を行ったりすることで,相互理解の大切さについて考えさせたい。
	※すれ違いを起こしてしまったマミ，えり子の各視点から出来事を見比べることを通して，友達と「すれちがい」を起こしてしまったらどうすればよいかを考えさせ，自分の考えや意見を適切に相手に伝えたり，相手の考えや意見を素直に聞いたりしながら，広い心で相手の意見や立場を尊重していこうとする実践意欲と態度を育てる。
	図画工作科
「カードをつかって感じを見つけよう」


	＜終末＞
私たちの道徳P.80を活用する。

	保護者・地域の方の参画


	教材（　）

	
	
	
	
	○待ち合わせ場所で会えなかったとき，マミとえり子はそれぞれどんなことを考えていただろう。
○二人のすれちがいが起こったのはなぜだろう。

◎書道教室で顔を合わせた二人は，どうすればよかったのだろう。
	
	
	
	

	六月（第一週）
月
	公正、公平、社会正義
	[公正・公平な態度とは]
7.どうすればいいのだろう
（きみがいちばんひかるとき）
	　社会正義を貫き,人と公正・公平に振る舞うことは,大切なことだとわかっていても,いざ実践するとなると容易なものではない。社会正義を貫くには,人間や自分の弱さを自覚しながら,それを克服し,正義を実現させようとする意志をもつことが重要である。高学年となったこの時期に,分け隔てや偏見のない行動をしたり,よいと思ったことを断固として行ったりすることが,人として大切であり,よりよい人間関係を築くのだと気づかせ,それを尊重する態度を育むことが重要である。
	※友達とのやり取りの中で，迷ったり悩んだりする３つの事例を通して，公正・公平に行動するためには，どんな心が必要かを考えさせ，自分の意志を強くもち，周囲の雰囲気や人間関係に流されずに判断し，自分自身に誠実に正義の実現に努めようとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
私たちの道徳P.132を活用する。 
	保護者・地域の方の参画

きみがいちばんひかるときP.26,27を読む。
	教材（　）

	
	
	
	
	○①を読み，ぼくは，どうして「はっとした」のだろう。
○②を読み，「ぼく」はいまどんな気持ちだろう。自分ならどうするだろうか。

○③を読み，「わたし」はどうして迷っているのだろう。自分ならどうするだろう。

◎公正・公平に行動するためには，どんな心が大切だろう。
	
	
	
	

	　六月（第二週）
　
	生命の尊さ
	[かけがえのない命]
8.命の詩
―電池が切れるまで　
（きみがいちばんひかるとき） 
	　生きることの喜びやすばらしさを大切にする人の生き方や考えにふれることは,生命の尊さを感じることのできる重要な機会といえる。どのように懸命に生きていこうかと,自分の生活を見直したり,自他の命を改めて大切にしようと考えたりすることは,とても重要である。
	※宮越由貴奈さんが書いた命についての詩やエピソードを通して，命とはどんなものか考えさせ、自他の生命を大切に限りある命を懸命に生きようとする判断力や心情を育てる。
	理科
「魚のたんじょう」

学校行事
「不審者侵入避難訓練」

「プール開き」

体育科
「水泳」
	＜終末＞
私たちの道徳P.98を活用する。
	保護者・地域の方の参画

「電池がきれるまで」の読み聞かせをしてもらう。
	教材（　）

	
	
	
	
	○この詩を聞いて，心に残ったところはどんなところですか。
◎「精一杯生きる」というのは，どういう生き方をすることだろう。
	
	
	
	

	六月（第三週）　
　
	伝統文化の尊重、国や郷土を愛する態度
	［伝統や文化を守るために］
9．曲げわっぱから伝わるもの
（きみがいちばんひかるとき）
	　郷土を愛する心は，郷土文化への主体的な関わりを通して育まれていく。今日まで受け継がれている祭りなどの文化や伝統工芸品なども，それに携わる人々の強い思いと行動によっても守られている。伝統文化を知り，そこに込められた思いに触れることで国や郷土を愛する心が時代を超えて連なっていることを実感できる。受け継がれている我が国の伝統文化を尊重する姿勢や，さらに発展させていこうとする態度について，教材を通して具体的な伝統工芸の詳細にふれつつ考えさせたい。
	※「曲げわっぱ」の伝統を守り発展させている人々の努力や工夫についてのエピソードを通して，伝統や文化を守るためには何が必要かを考えさせ，受け継がれている伝統や文化を尊重し，さらに発展させていこうとする態度を育てる。
	国語科
「千年の釘にいどむ」

社会科
「米づくりのさかんな地域」

社会科
「水産業のさかんな地域」
	＜終末＞
私たちの道徳P.164を活用する。
	保護者・地域の方の参画

「田中勝幸さんに参画していただく。
「高知の道徳」P.51に記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○職人たちは，どんな思いで「曲げわっぱの伝統をとだえさせてしまうわけにはいかない。」と考えているのだろう。
◎伝統工芸品や伝統を守るために自分にできることはどんなことだろう。
	
	
	
	

	　六月（第四週）
　
	自然愛護
	[自然を大切に]
10．一ふみ十年
（きみがいちばんひかるとき）
	　自然の偉大さを理解し，大切にしようとする気持ちがなければ，自然環境を守ることはできない。そこで，まずは自然に学ぶ態度を身に付ける必要がある。人間と自然環境や動植物との共存の在り方を積極的に考え，自分にできる範囲で自然環境をよくしようとする意欲，持続可能な社会を目ざす姿勢を育てていきたい。
	※高山植物の育ち方やそれを守り続けてきた人々の話を聞き，気持ちを改める勇の姿を通して，自然と人はどう関わっていくのがよいか考えさせ，人間と自然や動植物との共存のあり方を積極的に考え，自然環境を大切にしていこうとする実践意欲と態度を育てる。
	理科
「魚のたんじょう」

国語科
「夏の夜」
総合的な学習の時間
「お米を育てよう」
	＜終末＞
私たちの道徳P.111を活用する。
　
	保護者・地域の方の参画

「高知の道徳」P.55を記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○お話を聞いて，どんなことがいちばん心に残りましたか。
○「一ふみ十年」という言葉を知って，勇はどんなことを考えただろう。
◎これから，自然とどのように関わっていけばよいだろう。
	
	
	
	

	七月（第一週）
	感動、畏敬の念
	[すばらしさを感じる心]

11．宇宙から見えたもの 
（きみがいちばんひかるとき）
	　日々進歩を重ねる科学技術により，今日の私たちは豊かな毎日を送ることができるようになっているが，科学で解き明かせない美や芸術への感動や，崇高なものへの畏敬の念をもつこともまた，人間としての営みである。この時期の子どもたちは，美しいもの，崇高なものに対し，驚き感動する素直な心をもっている。人知を超えた自然界のさまざまな様子や，人間の崇高な心，生き物や地球の環境などをこえた大いなるものに対し，敬い畏れる心も感じ取らせることが求められる。
	※宇宙から見た地球の様子を，文章と写真で見つめることを通して，宇宙の広がりに思いをはせ，素直に感動する気持ちを大切に，人間の力を超えたものへの畏敬の念を深めようとする心情を育てる。
	音楽科
「アンサンブルのみりょく」

図画工作科
「何をかいているのかな」
	＜終末＞
私たちの道徳P.114を活用する。
	保護者・地域の方の参画

「きみがいちばんひかるとき」P.68,69を家で読む。
	教材（　）

	
	
	
	
	○「宇宙から見えたもの」を読み，いちばん心に残ったところを，その理由といっしょに発表し合う。
◎美しいものやすばらしいものを見て感動したことがあるか，またそれはどんなときか出し合う。
	
	
	
	

	七月（第二週）
　
	善悪の判断、自律、自由と責任
	[自由とは]
12．うばわれた自由
（きみがいちばんひかるとき）
	　自由な行動と，わがまま好き勝手な行動との間には違いがあり，それぞれの形に向き合って改めて考えを深めることは，人としてよりよく生きるために必要だといえる。責任をもって行動できているかどうか自分の行動を振り返り，内省するようにして，本当の自由とは何かを考えて行動しようとする実践意欲と態度を育てたい。
	※森のきまりを巡り，それぞれの意見を主張する二人の姿を通して，「本当の自由」とはどのようなものか考えさせ，自由に伴う自己責任の大きさを感じ取り，自律的で責任のある行動を取ろうとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
高知の道徳P.34を活用する。
	保護者・地域の方の参画

「高知の道徳」P.34,35を読み，記入する。

「自由って，なに？」の読み聞かせをしてもらう。
	教材（　）

	
	
	
	
	○ガリューに「あなた方が言っている自由というのは，（中略）わがまま勝手というものです。」と言われたとき，ジェラール王は，どんなことを考えただろう。
○ろう屋から去っていくガリューを見て，ジェラール王は，どんなことを考えただろう。
◎「本当の自由」とは，どんなものだろう。
	
	
	
	

	九月（第一週）　　　　　　　　　　
　

	　　親切、思いやり
	[相手の立場になって]
13．マークが伝えるもの 

（きみがいちばんひかるとき）
	　家族や仲のよい友達だけではなく，誰に対しても思いやりの心をもとうとする態度から，望ましい人間関係やより豊かな社会が作られていく。そのためには，さまざまな人の立場や気持ちを想像することが必要である。誰に対しても，その人の立場や気持ちを想像し，思いやりの心をもって行動しようとする態度を育てたい。
	※ピクトグラムについて学ぶ理子の姿を通して，ピクトグラムにどんな考えや思いが込められているか考えさせ，相手の立場に立って他者を思いやり，誰もが暮らしやすい社会を作っていこうとする実践意欲と態度を育てる。
	社会科

「自動車づくりにはげむ人々」
図画工作科
「じっと見つめてみると」

学校行事

「長期宿泊体験学習」

「ふれあい集会」


	＜終末＞
私たちの道徳P.60を活用する。
	「ふれあい参観日」
保護者・地域の方の参画


	教材（　）

	
	
	
	
	○レストランで，理子はどんなことに気がついたのだろう。
○理子は，ピクトグラムを作った人の，どんな気持ちが伝わって来るような気がしたのだろう。
◎身の回りに，ピクトグラムと同じような考えで作られたものがないだろうか。
	
	
	
	

	九月（第二週）
	希望と勇気、努力と強い意志
	[くじけないで]
14.世界最強の車いすテニスプレイヤー
―国枝慎吾 
（きみがいちばんひかるとき）
	　高学年では，より高い目標を立て，それに向かってくじけず努力しようとする心情，そして実践に向けた意欲を高めていきたい。高い目標を達成するためには，必ず困難や高い壁が立ちはだかる。しかし，あえて高い目標を設定し，それに向かって日々進んでいくことこそが，自分を高めていくということに気づかせたい。
	※努力と強い意志によって困難を乗り越えていく国枝選手の姿を通して，国枝選手の強さの秘密について考えさせ，目標をもち，困難があってもくじけずに努力しようとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「運動会の練習をがんばろう」
学校行事
「プールおさめ」

「運動会」

体育科
「陸上運動」
	＜終末＞
私たちの道徳P.26,27を読む。


	保護者・地域の方の参画
運動会
地域の方にゲストティーチャーとして，続けて取り組んでいることについて話してもらう。


	教材（　）

	
	
	
	
	○水泳の記録会で負けた帰り道，ぼくは，どんなことを考えていただろう。
○国枝選手の番組を見た後，ぼくは，どんなことを考えただろう。

◎国枝選手の生き方から，どんなことを学んだのだろう。
	
	
	
	

	九月（第三週）
　
　
　
	よりよい学校生活、集団生活の充実
	［自分の役割を果たす］

15．わたしは飼育委員 

（きみがいちばんひかるとき）
	　学校のさまざまな人との関わりや活動を通して，集団への所属感を高めるとともに，その中で自分が役に立っているという実感によって，学校を愛する心を深めることが大切である。また，自分にに与えられた役割について振り返ることで，集団における自分の役割を自覚し，主体的に責任を果たそうとする態度を育てたい。
	※委員会の仕事に不満をもっていた加菜が変容する姿を通して，自分の役割を果たすためにはどんなことが必要かを考えさせ,集団における自分の役割を自覚し，主体的に責任を果たそうとする実践意欲と態度を育てる。
	児童会活動

「委員会活動」
国語科
「明日をつくるわたしたち」
	＜終末＞
私たちの道徳P.140を活用する。
	保護者・地域の方の参画

「わたしたちの道徳」を活用し，P.143に家族の中での自分の役割を話し合い，記入してくる。
	教材（　）

	
	
	
	
	○加菜は，なぜ自分だけ損をしているような気がしたのだろう。
○来たときよりも足取りが軽く感じられたのは，加菜がどんなことを考えていたからだろう。
◎クラスや学校で任されている仕事や役割を果たすためには，どんなことが大切だろう。
	
	
	
	

	九月（第四週）

	規則の尊重
	［きまりの意義］
16．お客様 

（きみがいちばんひかるとき）

	　きまりを守るということは，社会の秩序を保つために最も大切なことの１つである。しかし，身に付いた習慣としてきまりを守ってはいても，きまりの意義に向き合い，深く考察する機会は少ないものである。きまりを守らない者がいると，周りの人が迷惑を被ったり，社会生活がスムーズに遅れなくなったりするということに気づき，自分自身の行動を振り返り，きまりを守ろうとする実践意欲と態度を育てたい。
	※遊園地でショーを見るとき，きまりを守らず自分の都合を優先し、係の人に文句を言っている人を見たことで、気持ちが晴れない「わたし」の姿を通して，きまりは何のためにあるかを考えさせ、みんなで互いの権利を尊重し合い，必要なきまりを進んで守ろうとする実践意欲と態度を育てる。
	算数科
「分数と小数，整数の関係」
学校行事
「運動会」
「陸上記録会」
	＜終末＞
私たちの道徳P.130を活用する。
	保護者・地域の方の参画

「高知の道徳」P.44,45を読み，記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○自分勝手な行動をしている男の人が，「お客様なんですよ。」と言ったとき、「わたし」はどんなことを考えただろう。
○ショーの会場を後にして，「わたし」はどんなことを考えていただろう。
◎きまりは，何のためにあるのだろう。
	
	
	
	

	十月（第一週）

	勤労、公共の精神
	[社会に役立つ喜び]
17.クールボランティア
（きみがいちばんひかるとき） 
	　働くことは，人が自立して生きていく基礎となる活動であるばかりではなく，自分を含む人々の社会生活を支えることに対し，充実感をもつことで，公共のために役に立とうという意欲を高めることができる。働くことに対する意義や目的を見出し，前向きな気持ちで働くことで生じる心地よさや，自己有用感を体得させ，公共のために自分ができることを進んで行い，役に立とうとする意欲と態度を養いたい。
	※実際にボランティア活動をして気持ちが変わっていく信二の姿を通して，ボランティア活動は何のために行うのかを考えさせ，働くことや社会に奉仕することの意義を理解し，公共のために役に立とうとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「そうじをがんばろう」
社会科
「自動車づくりにはげむ人々」

「工業の今と未来」
総合的な学習の時間
「お米を収穫しよう」
	＜終末＞
高知の道徳
P.46を活用する。
	保護者・地域の方の参画

学校のためにボランティアをしてくださっている方（丸付け支援員さん）の思いを聞く。

「高知の道徳」P.47に記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○ボランティアをいくつか思いついた信二は，どんなことを考えていただろう。
○歩道橋を掃除するボランティアを実際に行った信二はどんなことを考えただろう。
◎ボランティア活動は，何のために行うのだろう。
	
	
	
	

	十月（第二週）
	友情、信頼
	［友達を理解しながら］


18．絵地図の思い出
（きみがいちばんひかるとき）
	高学年になると異性を意識し始める一方で，理由もなく異性を排除して同性だけで行動したり、問題を解決したりする傾向がみられる。異性のもっているよさや協力して活動するよさを経験させたり，そのような経験を想起させたりすることにより，異性を理解し合い，協力し合うことの大切さを実感させたい。
	※係の仕事で男女協力する児童の姿を通して，男女に関わりなく友達と助け合うためにはどうすればよいか考えさせ，異性とも協力し学び合って互いに理解し合いながら，友情を育てていこうとする実践意欲と態度を育てる。
	外国語活動
「What do you like?」

「What do you want?」
	＜終末＞
私たちの道徳P.75を活用する。
	保護者・地域の方の参画


	教材（　）

	
	
	
	
	○都が，正志に絵地図をかくのを頼んでみようと言った時，「わたし」はどんなことを考えただろう。
○正志の絵地図を見たみんなが次々と「手伝うよ」というのを聞き，わたしはどんなことを考えただろう。
◎男子と女子に関わりなく友達と助け合うには，どうすればよいだろう。
	
	
	
	

	十月（第三週）

	伝統文化の尊重、国や郷土を愛する態度
	［受け継がれる心］
19．おじいちゃんのばち
（ふるさとの志）
（津野町郷土資料）

	郷土を愛する心を育てるためには、郷土や我が国の発展に尽くし伝統と文化を育てた先人の努力を知り，自分もまたそれを継承し発展させていくべき責務があることを自覚して，そのために努めようとする心構えを育てていきたい。
	※太鼓打ちをやってみようと決心するにいたった主人公の心の変容を考えることを通して，郷土や我が国の伝統・文化を守り伝えてきた先人の努力を知り，自分もまたそれを継承していこうとする態度を育てる。
	音楽科
「子もり歌」

「日本の音楽・世界の音楽」

学校行事

「餅つき」
	＜終末＞
高知の道徳P.50を活用する。
	ゲストティーチャー(西岡さん)を招き，津野山古式神楽について，体験的に学ぶ。

保護者・地域の方の参画

地域の祭りや祭りにかける思いについて語り合う。
	教材（　）

	
	
	
	
	○「正男も太鼓を打ってみんかよ。」と言われたとき,正男はどんなことを考えただろう。
○父の話をきき，あせのしみこんだばちを握りしめた正男はどんなことを考えていただろう。

◎伝統を受け継いでいくとはどういうことだろう。
	
	
	
	

	十月（第四週）

	正直、誠実
	［自分の心に誠実に］
20．千羽づる 

（きみがいちばんひかるとき）

	　人間は，自分をよくみせようとしたり，自分の過ちや失敗を隠そうとして，うそを言ったりごまかしたりすることがある。そんなときに，自己嫌悪に陥ったり，暗い気分になったりする。「正直でありたい」「誠実に生きたい」という思いはあるが，うそやごまかしが生活を暗くしてしまったり，友達との関係がうまくいかなくなってしまったりすることがある。誠実に生きることの心地よさやすがすがしさを感じ取らせ、それが自分自身の誇りにつながることを考えさせたい。
	※うそをついてごまかしてしまい，後ろめたさを感じるみなみの姿を通して，誠実に生きるにはどんな心が大切かを考えさせ,うそを言ったりごまかしをしたりすることなく，誠実に明るい心で生活しようとする判断力や心情を育てる。
	国語科
「大造じいさんとガン」


	＜終末＞私たちの道徳P.40,41を活用する。
	保護者・地域の方の参画

家庭で「私たちの道徳」P.41について考える。
	教材（　）

	
	
	
	
	○熱が出てつるが折れなかったと言ったとき，みなみはどんなことを考えていただろう。
○黙っていればうそをついたことがわからないのに，みなみはどうして悩んでいるのだろう。
◎誠実に生きるとはどういうことだろう。
	
	
	
	

	十一月（第一週）
	家族愛、家庭生活の充実
	［家族のために］

21．祖母のりんご 

（きみがいちばんひかるとき）

	　この年代の児童は，思考力，行動力が高まり，自立意識が強くなる。「何でもできる」という意識が強くなる分，できない人への思いやりにかけることがある。とりわけ，老いが目立つ高齢者に対する配慮のない言動につながってしまうことがあり，それが家族の場合には，遠慮のなさから，そのような言動が起こりやすくなる。そこで，家族が自分の成長を願って育ててくれたことへの実感と理解を深める必要がある。その理解の深さが「進んで役立つことをしよう」とする意欲につながる。
	※優しかった祖母のことを思い出して気持ちが変わっていく「わたし」の姿を通して，家族とはどんなものかを考えさせ，愛情をもって育ててくれた祖父母への尊敬や感謝をこめて，家族のために進んで役に立とうとする実践意欲と態度を育てる。
	家庭科
「我が家にズームイン」


	＜終末＞
私たちの道徳P.156を活用する。
	保護者・地域の方の参画

「高知の道徳」P.56,57を活用する。
社協の方（笹岡さんなど）や三本さんに参画していただく。
	教材（　）

	
	
	
	
	○「朝子，悪かったな…。」という父の言葉を聞いた時，わたしはどんなことを考えただろう。
○「今度はわたしの番だからね」とは，どういうことだろう。
◎自分にとって，家族はどんな存在だろう。
	
	
	
	

	十一月（第二週）

	生命の尊さ
	［精一杯生きる］


22．最後のコンサート
―チェロ奏者・徳永兼一郎― 

（きみがいちばんひかるとき）

	　一度失われた命は，二度と取り戻すことはできない。だからこそ，生きとし生けるもの命は尊重されなければならない。この段階においては，命のかけがえのなさを自覚し，限りある命を精一杯生きることの尊さに気づくことが大切である。その気づきが，自他の生命を大切にしようとする気持ちへとつながるのである。自分にとってたった一つの生命を大切にしていこうとする子どもを育てたい。
	※病に侵されながらも演奏家として自分の生き方を全うした徳永兼一郎さんの姿を通して,「精いっぱい生きる」とはどういうことかを考えさせ，限りある命を懸命に生きることの尊さや生きることの意義を感じ，生命を尊重しようとする判断力や心情を育てる。
	理科
「台風と天気の変化」
学校行事

「地震避難訓練」


	＜終末＞
私たちの道徳P.98を活用する。
　
　
	保護者・地域の方の参画

命について家庭で話し合い，「高知の道徳」P.53に記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○兼一郎はどんな気持ちで東京でのコンサートに向けてチェロの練習を続けたのだろう。
○チェロを弾けるような状態ではなかった健一郎が，それでもホスピスでのコンサートで演奏するのをあきらめなかったのは，どんな思いがあったからだろう。
◎「精いっぱい生きる」とは，どのような生き方をすることだろう。
	
	
	
	

	十一月（第三週）

	節度、節制

	[自分の身を守るために]

23．命を守る防災訓練 

（きみがいちばんひかるとき）

	　道徳では，「生きる」ために主体的に考え，行動しようとする実践意欲や態度を育むことが求められる。しかし，身近に発生するのがいつなのかわからない災害について，児童に自分のこととして真剣に考えさせるのは難しいものである。東日本大震災では，想定外の大きな災害に対応できず多数の犠牲者がでたが，その一方で，日々の防災教育が生かされた事例も存在する。そのような事例を積極的に活用し，「生きる」ために主体的に考え，安全に気をつけて 生活していこうとする態度を育てたい。
	※防災訓練への「ぼく」の意識や，東日本大震災で実際にあった出来事を通して，自分の身を自分で守るとはどういうことかを考えさせ，日頃から安全に関して高い意識をもち，安全に気をつけて生活していこうとする実践意欲と態度を育てる。
	家庭科
「めざそう買い物名人」
学級活動
「かぜの予防」
「歯科教室」
	
	保護者・地域の方の参画
鍋島さんに参画していただく。
	教材（　）

	
	
	
	
	○「ぼく」は，どうして「本気でにげたら損かもしれないなあ。」と思ったのだろう。
○「自分の身は自分で守る」と心の中で繰り返した「ぼく」はどんなことを考えていただろう。
◎「自分の身は自分で守る」ためには、どんなことが大切だろう。
	
	
	
	

	十一月（第四週）

	真理の探究
	［真実を求めて］


24．真の看護を求めて
―ナイチンゲール 

（きみがいちばんひかるとき）

	　真理とは，いかなるときも変化することのない正しい物事の筋道，真実の道理である。人は，移り行く時代の中でも，真理を大切にしながら，よりよい人生を送るために新しいものを求めてきた。その飽くなき新しいものを求め続ける姿勢こそ，人間としての本性といえる。真理を追い求め，人々が研究を積み重ねたからこそ，人間社会の発展と繁栄があるのである。児童は，課題について自分で考えるときも，自分以外の世界に目を向けようとする態度が見受けられる時期でもある。また，社会的な事象についても興味をもち始めるころである。そうした児童の，自らの考えを深めようとする積極性を育てたい。
	※細かな観察から真実を突き止め，解決への道を開いたナイチンゲールの生き方を通して，真実を追求しようとする思いがなぜ大切かを考えさせ，疑問や分からないことをそのままにしておくことなく，真実を追求し続けようとする判断力や心情を育てる。
	算数科
「図形の角」

「四角形と三角形の面積」

理科

「物のとけ方」
	＜終末＞
私たちの道徳P.44,45を活用する。
	保護者・地域の方の参画


	教材（　）

	
	
	
	
	○ナイチンゲールは、兵士を救うために，何を大切にしたのだろう。
○ナイチンゲールの，「真実を追求しようとする強い思い」によって，何が変わったのだろう。

◎真実を追求しようとする思いは，なぜ大切なのだろう。
	
	
	
	

	十二月（第一週）
	感謝
	[感謝の心をもって]

25．水がわたる橋
　　　 ―通潤橋―
（きみがいちばんひかるとき）

	　身近な人々から，見えないところで日々の生活をさせてくれる人々まで，成長とともに，尊敬と感謝の念が広がっていくように指導することが大切になる。自分たちの生活が，多くの人々に支えられ助けられて成り立っていることに気づき，人々や公共のために役に立とうとする心情や態度を育てていきたい。
	※人々の生活をよりよくするために尽力した布田保之助の姿を通して，みんなの生活が誰によって支えられているのか考えさせ，生活を支えてくれている人々の努力や善意に応えて，自分がすべきことを進んで実践しようとする実践意欲と態度を育てる。
	学校行事

「感謝祭」
学校行事

「終業式」
	＜終末＞
高知の道徳P.40を活用する。
	保護者・地域の方の参画

「高知の道徳」P.41を家庭で考え，記入してくる。
	教材（　）

	
	
	
	
	○保之助が，水を引くことが難しい白
糸の地に橋をかけることを決意したのはどんな思いからだろう。
○人々が，今でも言い伝えている「この水は，命そのものだ。」という言葉には，どんな思いが込められているだろう。
◎今の暮らしの中で，昔の人が後の世のためを思って残してくれたものにどんなものがあるだろう。
	
	
	
	

	十二月（第二週）

	伝統文化の尊重・国や郷土を愛する態度
	[伝統や文化を知る]

26.おおきに，ありがとう
（きみがいちばんひかるとき）

	　古くから日本の行事に欠かせない和菓子のように，先人や作り手の深い思いや込められ，受け継がれているさまざまな伝統や文化がある。その姿に関心をもたせるとともに，日本の伝統を守っていくすばらしさに気づかせるのは，大切なことである。日本の伝統や文化に関心をもち，それらをより詳しく知ろうとしたり，守っていこうとしたりする意欲を育てたい。
	※「日本の和菓子はすばらしい」と言われ,大事な気持ちに気づく「わたし」の姿を通して，日本の伝統や文化を大切にすることにはどんな意味があるのかを考えさせ，受け継がれている伝統や文化を尊重し、さらに発展させていこうとする実践意欲と態度を育てる。
	国語科
「百年後のふるさとを守る」
「古典の世界」

総合的な学習の時間
「地域の方とのふれあいを通して」

音楽科
「スキーの歌」
	＜終末＞
私たちの道徳P.166～169を活用する。
	保護者・地域の方の参画

ゲストティーチャー（ALTなど）に参加してもらい，日本のよさを語ってもらう。


	教材（　）

	
	
	
	
	○「わたし」が和菓子を誇ることができなかったのは，なぜだろう。
◎和菓子のように大切にしたい日本の伝統や文化は何だろう。また，それらを大切にすることにはどんな意味があるのだろう。
	
	
	
	

	十二月（第三週）

	国際理解、国際親善
	［他国の人々を理解して］

27. 小さな国際親善大使
（きみがいちばんひかるとき）

	　自分自身が他国の人々や文化，習慣と出会う機会があったとき，まずはそれをよく知ろうとする心の動きが重要だといえる。異なる国や文化の下に生まれた者たちが，互いの違いを認めたり受け入れたりすることは，他国と仲良くしていこうという世界平和や国際親善の意識につながる。他国の生活スタイルや文化について正しく理解し，違いを受け入れることの大切さに気づき，互いに思いやり尊重し合う態度を育てていきたい。
	※国ごとにいろいろな違いがあることに気づき，強い関心を抱く芽衣の姿を通して，他国の習慣や文化を理解することはなぜ大切かを考えさせ，他国への関心や理解を深め，相互に尊重し合いながら，国際親善に努めようとする実践意欲と態度を育てる。
	音楽科

「日本の音楽・世界の音楽」
「豊かな表現を求めて」

社会科
「世界とつながる日本の工業」
	＜終末＞

私たちの道徳P.176を活用する。
　
	保護者・地域の方の参画

「きみがいちばんひかるとき」P.142,143を家庭で読む。
ゲストティーチャー（ALTなど）に参加してもらい，日本のよさを語ってもらう。


	教材（　）



	
	
	
	
	○お兄さんから料理を残したわけを聞いたとき，芽衣はどんなことを考えただろう。
○笑顔になった女の人たちを見て，芽衣はどんなことを考えただろう。
◎他国の人々と分かり合うには，どんなことが大切だろう。
	
	
	
	

	一月（第二週）

	相互理解、寛容
	[分かり合うために]

28．ブランコ乗りとピエロ 

（きみがいちばんひかるとき）

	社会生活を送る上で、自分の考えをはっきりともって強く主張することは大切である。しかし、同時に相手の立場や気持ちを考え、異なった意見に対しても、広い心をもって対処しようとする姿勢がなければならない。自分も失敗や過ちを犯すことがあり，相手もまた自分と同様なのだということに気づくことが重要である。自分の考えや意見を他者に伝えるとともに，相手の立場を尊重する心情を育てることが求められる。
	※対立していた二人が歩み寄り，協力してサーカスを成功させていく姿を通して，考えの違うものどうしが関わり合って暮らすためにはどんな心が必要かを考えさせ，自分の考えや意見を相手に伝えるとともに，広い心で相手の思いや立場も尊重しようとする判断力や心情を育てる。
	国語科
「意見が対立したときには」

図画工作科
「伝えたい思いや気持ち」

	＜終末＞

私たちの道徳P.80を活用する。
	保護者・地域の方の参画


	教材（　）

	
	
	
	
	○ピエロはサムのことをどのように思っていたのだろう。
○ピエロがサムのことを受け入れることができたのは，なぜだろう。
◎広い心をもつとはどういうことだろう。
	
	
	
	

	一月（第三週）
	善悪の判断、自律、自由と責任
	[責任ある行動とは]
29．いこいの広場 

（きみがいちばんひかるとき）

	　自由とは，決して自分の好きなことやしたいことをするという側面だけをもつのではなく，そこに必ず自己責任が伴うものである。その理解を基に，自分の生活に結び付けて考え，これまでやこれからの行動を見つめようとする態度を育てることが大切である。この時期に，自由に行動すること自体を大切にしつつも，自己の行動を自律的に判断する力を育てることが重要である。同時に，周囲やその後の影響を考えて，責任ある行動を取ろうとする態度も育てたい。
	※公園でキャッチボールをする中学生と，それを注意する男性の姿を通して，責任ある行動とはどんなものか考えさせ，自由には自己責任が伴うことを理解し，自分の行動が後に与える影響もよく考えて対処しようとする判断力や心情を育てる。
	社会科
「情報を伝える人々」
	＜終末＞
私たちの道徳P.28を活用する。
	保護者・地域の方の参画

家庭で，「高知の道徳」P.32を読み，記入する。
	教材（　）


	
	
	
	
	○二人の中学生がキャッチボールをしているのを見て，「ぼく」が気になっていたのはなぜだろう。
○「それにここは，みんなの広場だろう。」というのを聞き，「ぼく」はどんなことを考えただろう。
◎責任ある行動とは，どのようなものだろう。
	
	
	
	

	一月（第四週）

	友情、信頼
	[友達と支え合う]
30．[友のしょうぞう画
（きみがいちばんひかるとき）

	　真の友情とは，自分の幸せだけを考えるのではなく，他人の幸せを支えることで自分も幸せになれるものである。そのためには，互いに信頼し合い，人格を尊重し合う関係であることが必要である。友達を思う心を考えることを通して，相手を信頼して友情を深めようとする心情を育てたい。
	※病気の章太と，心配していた「ぼく」が，交流を続けようとする姿を通して，友達を思う心とはどんなものかを考えさせ、友達と互いに信頼し、支え合って友情を深めていこうとする判断力や心情を育てる。
	体育科
「バスケットボール」

外国語活動

「What would you like?」


	＜終末＞
私たちの道徳P.72を活用する。
	保護者・地域の方の参画


	教材（　）

	
	
	
	
	○章太から手紙の返事が来なくなったとき，どうして和矢は手紙を書きづらくなったのだろう。
○章太のかいた作品を見て、和矢はどんなことを考えていただろう。
◎友達と支え合うとは，どういうことだろう。
	
	
	
	

	二月（第一週）

	よりよい学校生活、集団生活の充実
	[自分の役割を自覚して]
31．ケンタの役割 

（きみがいちばんひかるとき）

	　人は，自分の好きなように行動したいという欲求をもつが，集団生活の中において，それが許されない場面に多く出会う。このような中で，自己の欲求と，役割を果たす責任感との２つをコントロールしていく力の育成が必要となる。また，ある役割と別の役割とが重なった場合に，どちらの役割を果たすべきかという判断を問われる場面に直面し，苦悩することも起こりうる。「役割を果たすことの大切さの自覚」や「複数の役割が重なった場合の判断力」を高め，集団生活の充実に努めようとする意欲と態度を育てていきたい。
	※二つの役割を同時にはたさなければならず悩むケンタの姿を通して，自分で決断して行動するときは、どんなことを考えなければならないかを考えさせ，集団における自分の役割と責任を自覚し，どう行動することがよいかを具体的に判断し，集団生活の充実に努めようとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「自分の係の仕事をがんばろう」
図画工作科
「伝えたい思いや気持ち」

体育科
「サッカー」

学校行事

「６年生を送る会」
学級活動
「６年生を送る会に向けて」
	＜終末＞
私たちの道徳P.142を活用する。

	保護者・地域の方の参画

学級通信で，学校のリーダーとして活躍している姿を紹介する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○ケンタは，リレーのバトン練習とポスターづくりのどちらを優先させたのだろう。また，自分だったら，どうするだろう。
◎二つの役割の中で行動を決断しなければならないとき，大切なことはどんなことだろう。
	
	
	
	

	二月（第二週）
	個性の伸長

	[自分らしさを知る]

32．「自分らしさ」を見つめよう 

（きみがいちばんひかるとき）

	　自分自身や他者の目を通して，多面的・多角的に自分自身の特徴を知り，長所だけではなく短所もしっかりと受け止めるようにいたい。また，将来どんな自分になっていきたいかを考えながら，自分らしい生き方を目ざして，改めるところは改め，自己を高めようとする態度を育てたい。
	※「自分らしさ」の窓を完成させる活動と，手塚治虫さんのエピソードを通して，いろいろな自分を知り、「自分らしさ」を見つめながら，短所を改め長所を伸ばしていこうとする判断力や心情を育てる。
	学校行事
「学習発表会」
	＜終末＞
私たちの道徳P.50を活用する。
	保護者・地域の方の参画

「私たちの道徳」P.51を活用し，家の人に自分のよいところを聞く。
	教材（　）

	
	
	
	
	○班で，それぞれの「自分らしさ」の窓を完成させよう。
○友達や自分のいいところを見つけ合う活動を通して，考えたことはどんなことだろう。
◎自分らしさを見つめることはなぜ大切なのだろう。
	
	
	
	

	二月（第三週）
	公正、公平、社会正義
	［公正・公平な社会を］


33．だれもが幸せになれ
　　る社会を
（きみがいちばんひかるとき）
 
	　社会正義の実現は，社会を構成する一人一人の個人が正しい認識と思いやりの気持ちをもち，正義を愛する心を共有して，一丸となって向かうべき目標である。集団や社会において，誰にでも分け隔てなく接することを心がるのは，いじめの問題を解消していくためにも不可欠な態度である。社会正義が広く実現されることは決して簡単ではないが，身近な場面でも社会全体の問題でも，自ら公正・公平な態度で行動しようとする意欲を育みたい。
	※ハンセン病の歴史や，ハンセン病患者であるきみ江さんの思いを通して，誰もが幸せになれる社会とはどんなものか考えさせ，正しい知識をもち，誰に対しても差別や偏見をもつことなく，公正・公平な態度で接し，正義の『実現に努めようとする実践意欲と態度を育てる。
	社会科
「情報を伝える人々」
	＜終末＞
私たちの道徳P.132を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○きみ江さんは，どんな思いで「人があやまちをくり返さないよう」と言っているのだろう。
◎「ハンセン病問題」を通して，誰もが幸せになれる社会とはどのようなものだろう。また，なぜそれは実現が難しいのだろう。
	
	
	
	

	二月（第四週）

	生命の尊さ
	［一人一人の命のすばらしさ］

34．「同じでちがう」
（きみがいちばんひかるとき）

	　児童は，日々の生活の中で，生命が自分だけのものでなはなく，さまざまな人や環境によって支えられているものであるということを実感する機会は少ない。一つの生命が多くの生命のつながりの中で生かされているという理解を深めながら，自他の生命のかけがえのなさについて考え，自分の命を大切に生き，全ての生命を尊重する態度を育んでいきたい。
	※生き物は「同じでちがう」存在であるというメッセージを通して，人や生き物が「同じでちがう」ことは，なぜすばらしいのかを考えさせ，一人一人が「ちがう」という不思議や魅力の中で，「同じ」命の重さをもつ人間として尊重し合い，それぞれの命を大切にしていこうとする判断力や心情を育てる。
	社会科
「自然災害とともに生きる」

理科

「人のたんじょう」

学校行事

「地震避難訓練」
	＜終末＞
私たちの道徳P.100を活用する。
	保護者・地域の方の参画

家庭で「きみがいちばんひかるとき」P.170,171を読む。

命のすばらしさについての本を読み聞かせしてもらう。
	教材（　）



	
	
	
	
	○友達と自分の「同じでちがう」ところはどんなところだろう。
○「ちがうからこそすばらしい世界ができる」のはなぜだろう。
◎生きていることの素晴らしさを感じるのはどんなときだろう。
	
	
	
	

	三月（第一週）
	感謝
	[家族に感謝して]

35．おばあちゃんからもらった命
（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期に，周囲の人々に支えられているからこそ，今の自分があることを認識するとともに，その支えに感謝する気持ちを深めていくことが大切である。そして，その感謝や尊敬の念から，周囲の人々に対して自分は何ができるのかを考え，受け取った善意に応えられるよう,実践していこうとする意欲を高めたい。
	※家族への思いから希望をもつことができためぐみさんの姿を通して，家族の思いにこたえるためにできることは何かを考えさせ，家族への尊敬や感謝を込めて，家族のために貢献しようとする実践意欲と態度を育てる。
	学校行事
「６年生を送る会」

「卒業式」


	＜終末＞
私たちの道徳P.88,89を活用する。
	保護者・地域の方の参画

	教材（　）

	
	
	
	
	○病院のベッドで，めぐみさんは，どんな思いで自分を責め続けたのだろう。

○めぐみさんは，なぜ，「生きてて，ほんまに幸せです。」と思えたのだろう。
◎めぐみさんの「恩返し」には，どんな思いが込められているのだろう。
	
	
	
	

	三月（第二週）
	　　　よりよく生きる喜び
	[よりよく生きるために]

36．アンパンマンがくれたもの
（きみがいちばんひかるとき）

	　人間は，誰しも，よりよく生きようとする心をもち，そのために人間性をより高めようと努めることができる。しかし，同時に，人間は完璧ではないため，常に自分の生き方を向上させようと努力し続けることはできなかったり，時にはそれと正反対の誘惑に負けてしまったりする弱さももち合わせている。そこで，自分だけが弱いのではないということや，人間がもつ強さや気高さについて理解しながら，誇りある生き方，夢や希望など喜びのある生き方を目ざしていこうとする態度を育てたい。
	※東日本大震災のときに人々の心を癒した「アンパンマンのマーチ」を通して，「生きるよろこび」とは何かを考えさせ，つらさや弱さを乗り越え，目ざす生き方，誇りある生き方，夢や希望など喜びのある生き方をしていこうとする判断力や心情を育てる。
	音楽科
「気持ちを合わせて」
学校行事
「卒業式」
	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「アンパンマンのマーチ」のどんなところに人々は励まされたのだろう。
◎「生きるよろこび」とは，なんだろう。
	
	
	
	


【第５学年道徳科基本方針】


１　重点指導項目　　希望と勇気，努力と強い意志　　親切，思いやり　　規則の尊重


２　基本方針　　　・一人一人がよくなろうとする自己を肯定的に受け止められる学級経営を行う。


・自分の生き方と重ね，経験を語れる学習展開をする。


・話し合う中で，自己を深く見つめ直すことができるようにする。・


　　　　　　　　　・


　　　　　　　　　・








